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■大阪の総生産額の推移 

（出典）大阪府「2017年度版 なにわの経済データ」（平成29年10月）より作成 

２００７年度から 

５％減少 

（単位：10億円） 

２００８年に 

リーマン・
ショック 

大阪の現況 
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大阪の現況 

■県民所得の推移 
（千円） 

（出典）内閣府「県民経済計算」より作成 
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（出典）大阪観光局作成資料 

大阪に活気をもたらすものとは？ 
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日本における観光・旅行消費額 日本における雇用誘発効果 

25.8兆円 

直接 
効果 

波及効果 

ＧＤＰシェア 
（波及効果） 

5.2％ 

231万人 

直接 
雇用 全就業者シェア 

（波及効果） 

6.7％ 

波及効果 

地域経済に直結している！ 

小売業 
 

宿泊業 

飲食店業 

食料品産業 

農林水産業 
 

運輸業 

52.1兆円 

旅行サービス業等 

小売業 

宿泊業 

飲食店業 

食料品産業 

農林水産業 

運輸業 

旅行サービス業等 

440万人 

※2015年度 観光庁DATA 

世界的に見るとツーリズム産業はＧＤＰシェアの９～１０％を占めるので、まだ伸びしろがある 

ツーリズム産業の経済効果 
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 観光は地域の総合的戦略産業 

観光は、各地域の取組により、地域独自の資源を掘り起こし、それに付加価値を加え、広報や広告等に
より、全国、世界に通用するものをつくり、その結果、地域外（国内外）からヒト、モノ、カネを集めることに
より、地域にとって持続可能な社会をつくる総合的戦略産業である。 

地域資源 

金融 

自然環境 

体験施設 
宿泊施設 お土産 

産業 

農林水産業 

伝統文化 
芸能 

クール 
ジャパン 

食文化 

スポーツ 

景観町並み 健康長寿 
医療 
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 「OSAKA」ブランディング 

大阪が今後目指す都市像                    <大阪都市魅力創造戦略2020> 
 

・世界に誇れる「自慢の都市」              ・あらゆる人々が「文化を享受できる都市」 
・安全で安心して楽しめる「24時間おもてなし都市」 ・アジアをリードする「国際・プロスポーツ都市」 
・多様な人材が集う「観光・MICE都市」        ・健康と生きがいを創出する「スポーツに親しめる都市」 
・多様な楽しみ方が出来る「周遊・滞在都市」   ・世界で活躍できる「グローバル人材育成都市」 
・大阪が誇る「文化力を活用した都市」       ・出会いが新しい価値を生む「多様性都市」 

大阪府民が誇り・自信を持てる、世界に誇れる国際観光都市へ 
大阪の多種多様な魅力あるコンテンツを、「OSAKA」ブランドとして磨き上げを図る 

包容力 活力 

おもてなし 人情 

ものづくり 

イノベーション 

水の都 食 商店街 

安心・安全 

快適・清潔 

スポーツ 

医療 

歴史 

文化 ナイトライフ 

ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ 

ﾎﾟｯﾌﾟｶﾙﾁｬｰ 

お笑い 

ショッピング 

芸術 

大阪の多彩な魅力・多様性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OSAKA：DOWNTOWN of JAPAN 
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府内市町村観光関連施策等（例） 
能勢の浄瑠璃（浄るりシアター） 高山右近没後400年（豊能町） 淀川舟運（枚方市） 

百舌鳥・古市古墳群（堺市、羽曳野市、藤井寺市） 

河内音頭（八尾市ほか） 

ラーメン博物館（池田市） 

箕面の滝（箕面市） 

ガンバ大阪 

利晶の杜（堺市） 

エキスポシティ（吹田市） 
堺泉北臨海工業地帯（高石市） 
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狭山池築造1400年（大阪狭山市） 近つ飛鳥風土記の丘（太子町） 

竹内街道（河南町） 

富田林駅前観光案内所 
（きらめきファクトリー） 

泉州観光プロモーション推進協議会 

楠公さん大河ドラマ誘致（河内長野市、千早赤坂村） 
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６年で 
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大阪に活気をもたらすものとは？ 
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1,341 
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全国 東京 大阪 

上段：人数(万人 ) 
下段：前年比（％） （万人） 

訪日外国人客数の推移（2013年～2017年）    

2013年から2.8倍の伸び 

2013年から2.7倍の伸び 
伸
び
率
は
東
京
の
約 
２
倍 
！ 

2013年から4.2倍の伸び 
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大阪に活気をもたらすものとは？ 

■大阪を訪れる外国人観光客の内訳（主要国・地域） 

（出典）大阪観光局作成資料より作成 
    ※JNTO「訪日外客数」「訪日外客訪問地調査」、観光庁「訪日外国人消費動向調査」をもとに推計 

・日本を訪れる外国人観光客数上位４か国・地域（中国・韓
国・台湾・香港）の合計では、2017年に大阪を訪れる外国人
観光客は東京を上回る。 

・東京は外国人観光客の増加が鈍化しているが、大阪は東京を
上回る大幅な増加率を継続。 

  2014 2015 2016 2017 

大阪 東京 大阪 東京 大阪 前年比 東京 前年比 大阪 前年比 東京 前年比 

中国 100.9 162.4 271.6 345.2 372.9 137% 377.8 109% 402.4 108% 421.3 111% 

韓国 72.1 79.7 108 112.3 157.7 146% 116.8 104% 241 153% 153.2 131% 

台湾 67.9 110.2 105.4 133.7 125.6 119% 142.2 106% 140 112% 148.8 105% 

香港 26.6 36.1 53.8 46.3 62.6 116% 61.8 133% 74.1 118% 73 118% 

その他 108.3 301.4 177.6 390 222 125% 459.7 118% 253.9 114% 529.8 115% 

合計 375.8 689.8 716.4 1,027.5 940.8 131% 1,158.3 113% 1,111.4 118% 1,326.1 114% 
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関西の強み 
▶人口2000万人↦数多の優れた人材を輩出 

▶最先端イノベーション地域 

 ・東大阪を中心とするものづくり「まいど１号」等 

 ・創薬、医療機関、健康食品等の産業基盤と大学・ 

  研究機関の集積 

▶世界遺産 

 ・古都京都・奈良の文化財 

 ・紀伊山地（熊野古道） 

▶スポーツの聖地 

 ・甲子園球場・花園ラグビー場 

２０２０年に向けて、地球力を一致団結 
関西発の夢ビジョン「KANSAI] 

（世界に向けた競争力  いきいき関西から文化力 

スポーツ・健康 科学技術イノベーション 

◆スポーツイベントツーリズム 
 ・スポーツ・文化ダボス（２０１７） 
 ・ラグビーワールドカップ（２０１９） 
 ・オリパラキャンプ（２０２０） 
 ・ワールドマスターズ（２０２１） 
◆予防（先制）医療と連携した健康
長寿 
 ・アンチエイジングな暮らしを支える 
  ヘルスケア 

◆ライフ・グリーンイノベーション 
 ・革新的創薬、医療機器開発 
 ・再生可能エネルギーやエネルギーマネジメント 
  システムの開発 
◆関西から“リサーチ・イン・ジャパン”を発信 
 ・海外研究者の招聘 

人材力 

文化力 

◆文化イベント 
 ・スポーツ・文化ダボス（２０１７） 
◆文化芸術創造都市 
  （アーティスト・イン・レジデンス） 
 ・外国人芸術家を受け入れ 
◆オリンピック・パラリンピックに向けた 
  文化プログラム 
◆食や伝統芸能の発信 
◆観光インバウンドの促進 
  （クールジャパンやおもてなしの魅力 

北海
道 

東
北 

東
京 

東
海 

九州 

日
本
全
体
の
活
力
源 

関西元気文化圏 

Spring・8.SACLA 
播磨科学公園都市 

古都京都 
（世界遺産） 

けいはんな学研都市 

神戸医療産業都市 
スパコン「 京 」 花園ラグビー場 

古都奈良 
（世界遺産） 

関西国際空港 

熊野古道 
（世界遺産） アジアへ 

世界へ 

◆民間力の活用 
 ・国際バカロレア、理数、英語教育 
◆グローバル化やICTへの対応 
  特別支援教育などの質の高い教育 

関西のポテンシャル 

（出典）大阪観光局作成資料 
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関西のポテンシャル 

■瀬戸内との連携により相乗効果を誘発 

瀬戸内は、日本有数の自然景観を有し、瀬戸内クルーズや瀬戸内国際芸術祭な
ど世界から人を集める潜在能力が高いエリア 

（出典） 夢洲まちづくり構想検討会「夢洲まちづくり構想（案）」より作成 
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関西のポテンシャル 

■関西国際空港の国際旅客便ネットワーク 

便/週 

-国際線旅客便におけるLCC便数推移（桃色）- 

601 565 535 577 559 571 613 
730 723 739 

10 
24 42 

47 122 155 
189 

358 
392 

481 

1.6% 
4.1% 

7.3% 7.5% 

17.9% 
21.3% 

23.6% 

32.9% 35.2% 
39.4% 

0%
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0
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1,200

1,400

08冬 09冬 10冬 11冬 12冬 13冬 14冬 15冬 16冬 17冬 

(計画) 

LCC便数（週あたり） 

FSC便数（週あたり） 

LCC割合(右軸) 

611 589 577 624 681 726 
802 

1,220 
1,088 1,115 

夏・冬通して、 
開港以来過去最多の 

1,362便/週 
(2017年冬期スケジュール) 

国際線LCC 
就航状況 

     

    23都市 
  

   481便 
／週 

       82都市 
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３空港 外国人入国者数 

成田 関空 羽田 

（単位：万人） 

関西のポテンシャル 

（出典）大阪観光局作成資料 
17 



3空港の概要 
関西国際空港 大阪国際(伊丹)空港 神戸空港 

設置・管理者 

運営権者 

新関西国際空港㈱ 

関西エアポート㈱ 

新関西国際空港㈱ 

関西エアポート㈱ 
神戸市 

開港日 1994年9月4日 
1958年3月18日※ 

※「大阪空港」として開港 
2006年2月16日 

滑走路 
3,500ｍ×１本 

4,000ｍ×１本※ 

1,828ｍ×１本 

  3,000ｍ×１本※ 
2,500ｍ×１本 

2017年 

総旅客数 

2,799万人 

国際 2,114万人 

国内  685万人 

1,560万人 311万人※ 

運用時間 24時間 7:00～21:00 7:00～22:00 

発着制限 － 

370回/日 

（うちジェット枠 

200回/日） 

60回/日 

役割分担 

の考え方 
（2005.11 関西３
空港懇談会にて航空
局より説明し了解） 

・西日本を中心とする
国際拠点空港 

・関西圏の国内線の
基幹空港 

・国際線は関西国際
空港に限定 

・関西圏の国内線の
基幹空港 

・環境と調和した都市
型空港 

・神戸市及びその周
辺の国内航空需要
に対応する空港 

関西三空港 

大阪国際空港 

神戸空港 

関西国際空港 

大阪中心部 

11km 

37km 

26km 

2017暦年 

※大阪航空局速報値資料より 
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関西のポテンシャル 

■主要駅一日乗降者数（2015年度） 

（出典）鉄道各社ホームページ及び横浜市・名古屋市統計書より作成 

 

2,397,121 

852,315 

3,601,804 
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 マスターカード「世界渡航先ランキング」における急成長渡航先 

として大阪が2年連続1位 

クレジットカードの米マスターカードが９月末に発表した「2017年世界渡航先 

ランキング」における渡航者数の成長率を比較する「急成長渡航先ランキング」で 

大阪が１位に輝いた。 大阪は2016年も1位にランキングされている。 

 エコノミスト誌による「2017医療・健康環境の安全性」で世界1位 

英経済誌エコノミストによる世界都市ランキングで、救急サービスや 

医療機関、ソーシャルケアをはじめとするヘルスケア・サービスの拡充 

といった医療・健康環境面で、大阪が1位に選ばれた。 

世界の都市安全性指数ランキングでも、大阪は東京、シンガポール 

に次いで世界3位に選ばれている。 

 ＮＹタイムズ「今年行くべき世界の都市2017」に 

   大阪がランクイン 

 英国の旅行ガイドブック「Rough Guides」に訪れたい

都市トップ10に大阪がランクイン 

米「Lonely Planet」と並ぶ英語圏で人気のRough Guidesが、

2017年に必ず訪れたいトップ10都市を発表し、８番目に大阪が選

ばれた。大阪の魅力として、大阪の人々の温かさや交流好きなところ

なども記載。 

世界的権威の新聞ニューヨーク・タイムズ紙

が 「52 Places to Go in 2017」として

大阪を選定。大阪はくいだおれの都としての

伝統が息づいており、ミシュラン星レストラン

も数多く存在することなどが選定理由。 

 

国際都市大阪のプレゼンス 
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国際会議件数に見る大阪のランキング 

■アジア大洋州・中東地域の都市別国際会議開催件数 

  ランキング（ICCA 2015） 

 

（出典）ICCA（国際会議協会）統計より大阪観光局作成資料 22 



近隣アジア諸国のMICE開催の比較 

エリア 施設名 開業年 
最大規模の
会議場 
収容人数 

展示面積 主要施設 

大阪 

大阪府立国際会議場 2000年 2,800 名 2,600 ㎡ 会議場・展示場・ホール 

大阪国際交流センター 1987年 1,000 名 165 ㎡ 会議場・ホール・ギャラリー・ホテル 

コングレ 
コンベンションセンター 

2013年 1,800 名 1,700 ㎡ 会議場・ホテル・商業施設 

インテックス大阪 1985年 300 名 70,000 ㎡ 会議場・展示場 

ATCホール 1994年 150 名 5,600 ㎡ 会議場・展示場・商業施設 

マイドームおおさか 1987年 150 名 4,800 ㎡ 会議場・展示場・ギャラリー・ホテル 

東京 
東京国際フォーラム 1997年 5,000 名 5,000 ㎡ 

会議場・展示場・ホール・ギャラリー 
・ラウンジ 

東京ビッグサイト 1996年 1,000 名 81,000 ㎡ 会議場・展示場 

横浜 パシフィコ横浜 1991年 5,000 名 20,000 ㎡ 会議場・展示場・ホール・ホテル 

千葉 幕張メッセ 1989年 1,700 名 75,000 ㎡ 会議場・展示場 

シンガ 
ポール 

シンガポールエキスポ 1999年 8,000 名 100,000 ㎡ 会議場・展示場・ホール 

サンテックシンガポール 1995年 12,000 名 23,000 ㎡ 会議場・展示場・ホール・商業施設 

マリーナベイサンズ 2010年 11,000 名 39,000 ㎡ 
会議場・展示場・ホール・ホテル 

・カジノ・ショッピングモール・美術館 

ソウル 
COEX 1979年 7,000 名 36,000 ㎡ 

会議場・展示場・ホール・ホテル 

・カジノ・ショッピングモール 

KINTEX 2005年 6,000 名 100,000 ㎡ 会議場・展示場・ホール 

 

■大規模ＭＩＣＥ開催に対応可能な施設の必要性 

（出典） 夢洲まちづくり構想検討会「夢洲まちづくり構想（案）」より作成 
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区  分 
2016 

（平成28） 
2017 

（平成29） 
2018 

（平成30） 
2019 

（平成31） 
2020 

（平成32） 
2021 

（平成33） 
2022 

（平成34） 
2023 

（平成35） 
2024 

（平成36） 
2025 

（平成37） 

大規模 
イベント等 

        

ＩＲ 
【想定】 

          

国際博覧
会 
（ BIE ）
【想定】 

 
 

          

うめきた 

              

関空 

  
  

            

ＵＳＪ 

                

中之島西
部 

                

交通体系 

※旅客数2015年度2,400万人  →  2066年度4,000万人 

※大型投資 

推進法成立 実施法成立 施設オープン 

BIEの調査、 
ヒヤリング 

誘致表明 
閣議了解 

参加申請 

BIE総会での
開催地決定 

第3ターミナル 
供用開始 

（年度内） 

開催 

新会社による 
空港運営 

スタート（4月） 

ＪＲおおさか東線 
開通（年度末） 

阪神高速大和川線 
開通（年度末） 

新名神 
（高槻 ～神戸） 
開通（年度末） 

北大阪急行 
延伸開通 

（年度末） 

地下化・新駅開業 
順次まちびらき 

民間事業者の募集・決定、道路等の基盤整備工事、民間開発着手など MIPIM 
開催 

新美術館 
オープン 

MICE機能のあ
り方検討 

MICE施設の充実・強化など 

（出典）大阪観光局作成資料 

大阪の都市魅力に資する大規模プロジェクト（2016～2025） 
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・ナイトエンターテインメントコンテンツ
の充実 

・富裕層対策（高級ホテル誘致等） 

・観光インフラの充実 
おもてなしステーション（仮称）、24時間多言語コールセンター、宿泊施設
の受入れ、多言語緊急対応事業（案内サイン見直し）等 

・広域観光の推進 
 (大阪+αの滞在型旅行の提案) 

・新たなMICE戦略推進 

マーケティングリサーチの結果やビッグデータなどを基に、上記に代表される取り組みと既存事業を 
複合的、戦略的に推進 

・ＩＲ（カジノを含む統合型リゾート）の推進 

  高規格で質の高いサービスの提供、MICE施設の充実の観点から推進 

・世界に通用する観光資源の 
 ブランド化 
 （食、ショッピング、スポーツ、水都等）  

・世界的に注目度が高い国際スポーツ大会への対応 
 

 

大阪観光局の主な取組み 

2019年 2020年 2021年 

ラグビーワールドカップ 東京オリンピック・パラリンピック 関西ワールドマスターズゲームズ 

大阪観光局のミッション 

大阪観光推進のプラットフォームとして、大阪への経済効果を最大化する  

 
世界の中で大阪が目的地として 
選ばれる取り組みを行う 

 

着地後消費最大化を目指し、大阪の戦
略的な観光地域づくりを促進する 

 

観光産業をリードする存在として、 
大阪への経済効果を持続・波及させる 

DMO事業展開に当たっての３つのコンセプト 
 

24時間観光都市
(Anytime) 

 

関西・西日本 
観光におけるハブ 

(Anywhere) 

 

多様性あふれる街 
(Anybody) 

 

《数を増やす》 《質を上げる》 《波及させる》 
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10 財源の確保 
11 手ぶら観光の推進 
12 トイレの確保、ゴミ・騒音対策 
13 治安対策 

（合法民泊の推進） 
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買い物 

¥53,286  

宿泊費 

¥22,847  

飲食費 

¥15,924  

娯楽・サービ

ス 

¥7,835  

交通費 

¥6,522  

その他 

¥232  

 
 

大阪を訪れたインバウンドの総支出平均額 
106,645円（１人当たり） 

平均泊数：4.17泊 → 1人1日当たり平均支出額：25,574円 

観光庁2017年年間【訪日外国人消費動向調査】 より 
「訪日外国人旅行消費額の費目別構成比」 
平均泊数：9.1泊 → 1人1日当たり16,914円 

50 ％ 

21 ％ 

15 ％ 

7 ％ 

6 ％ 

買物代, 

¥57,154  

宿泊料金, 

¥43,397  

飲食費, 

¥30,869  

交通費, 

¥16,974  

娯楽サービス

費, ¥5,014  
その他, 

¥513  

全国での総支出平均額：153,921円 

11 ％ 

20 ％ 

28 ％ 

37 ％ 

■マーケティング詳細 （消費額アンケートより） 

大阪での消費の特徴（全国との比較） 

消費総額の50％が買い物消費で、全国調査割合37％より高い一方、飲食
費割合は全国に比して低いため、飲食関係への更なる誘導が必要。ま
た、宿泊費の割合も、全国に比してやや低い水準 

1人1日当り消費額（円） 大阪 全国 

買い物 12,778 6,281 

宿泊 5,479 4,769 

飲食 3,819 3,392 

娯楽・サービス 1,879 551 

2017大阪観光局消費額動向
調査結果（Ｎ＝1,785） 

ジャンル別1日当たり消費額は全国平均をすべて上回る。 ただし、

買い物費が突出しているほど飲食費は際立っていないため、大阪の

食のポテンシャルから考えると、まだまだ伸びしろがあると想定される。 
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大阪の観光地 訪れた場所（青色棒グラフ）および訪れた結果お勧めしたいと思った率（オレンジ線グラフ） 

2494 

1902 

1103 
912 

749 664 
489 463 399 

246 212 208 172 139 138 97 73 44 29 27 

76% 67% 

86% 

35% 

44% 
52% 

69% 

35% 

45% 
33% 

50% 
41% 

39% 

42% 

56% 

38% 

48% 

77% 

48% 

26% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

満
足

度
 

訪
問

者
数

（
Ｎ

＝
3
1
8
5
）

 

2017年度 外国人動向調査1～3期より（ｎ＝3185） 

■マーケティング詳細 （関空アンケート（訪問先）より） 

訪問した場所のトップ３＝道頓堀・大阪城・ＵＳＪは常に人気が高い。 

満足度では、海遊館・ハルカス・住吉大社・箕面の滝なども安定して高評価を得て

おり、来阪観光客はシンボリックなスポットを訪問することで満足を覚え、さらに

展望・眺望が良ければ満足度がいっそう安定すると想定される。 

東アジアの方は繁華街・都会系観光地を訪問する比率が
高く、欧米の方は文化・自然系を訪問する比率が高い。 
東南アジアの方は訪問地の数が多い傾向がみられる。 

28 



大阪で体験したこと 大阪で体験したこと（青色棒グラフ）および その結果お勧めしたいと思った率（オレンジ線グラフ） 

916 916 

148 140 131 

44 28 27 27 26 15 10 

78% 

81% 

58% 

71% 

61% 

55% 54% 56% 
52% 

38% 

53% 

40% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

体
験

者
数

（
N

=
1
.0

9
8
）

 

※質問方法を変更したため、2017年３期の回答のみを使用 

体験した人の平均単価 

■マーケティング詳細 （関空アンケート（体験したこと）と消費額アンケートより） 

約９割の来阪者が買い物と食事を楽しんでいるが、その他の体験

については、まだ体験者が少ない。 

￥13,167 ￥6,328 

￥6,328 ￥3,881 ￥22,498 

￥8,853 

￥15,924 ￥53,286 

2014年の調査開始以来、 
大阪で食べたものトップ３は 

①ラーメン ②寿司 ③たこ焼き 
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4% 

6% 

6% 

7% 

7% 

7% 

8% 

10% 

11% 

13% 

17% 

20% 

39% 

40% 

51% 

57% 

62% 

スポーツ・アウトドア関連 

音楽（CD、DVD）、… 

着物・ゆかた、和雑貨 

インテリア、食器 

その他 

高級ブランド品（時計、… 

マンガ、アニメ、コスプレ 

フィギュア、プラモデル 

ベビー用品、おもちゃ 

伝統工芸品 

電気製品（家電、パソコ… 

お酒・たばこ 

医療品、健康グッズ、ト… 

食品：デザート、生鮮食… 

化粧品 

洋服、靴、バック 

お菓子 

1% 

1% 

2% 

3% 

4% 

4% 

5% 

5% 

6% 

7% 

9% 

9% 

10% 

15% 

15% 

22% 

24% 

26% 

30% 

33% 

36% 

45% 

59% 

62% 

76% 

フレンチ 

大阪では食事をしてい… 

ミシュラン店 

割烹 

ハラル 

ベジタリアン 

イタリアン 

自国の料理 

中華 

懐石料理 

しゃぶしゃぶ 

その他 

すき焼き 

串かつ 

居酒屋料理 

焼き鳥 

お弁当 

海鮮（カニ、刺身） 

お好み焼き 

焼肉 

天ぷら 

うどん、そば 

たこ焼き 

寿司 

ラーメン 

 (N4,101)   ※いずれも複数回答 

【大阪で買ったもの】 【大阪で食べたもの】 

■マーケティング詳細 （関空アンケート（ショッピング・グルメへの関心詳細） 

グルメへの関心には高い

が、「ラーメン・寿司・た

こ焼き」が上位を占め、大

阪ならではの食のアピール

をすることで、更なる食の

消費増大を目指す。 

￥5,447 

￥19,589 

￥40,291 

￥15,227 

￥40,291 

￥7,401 

￥36,694 

約５割以上の来阪者が

お菓子、洋服・靴・

バックと化粧品を購入

している。 
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OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 

 ナイトタイムエコノミー  
GPSを活用した実態分析 

スマートフォン等のGPSログを活用（日本人観光客と比較） 

※外国人観光客は22時にホテルに帰ることが判明 

31 



■道頓堀エリア（20時～22時） 

※地元民除き 
32 



■道頓堀エリア（22時～0時） 

※地元民除き 
33 



■道頓堀エリア（0時～2時） 

※地元民除き 
34 



 
 

ナイトタイムエコノミー  
SNSを活用した実態分析 

観光客SNS投稿ログを活用（東京新宿と比較） 

※同じ国籍の外国人観光客でも大阪では22時にホテルに帰ることが判明 

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 
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ナイトタイムエコノミー  
Osaka Night Out 

来阪インバウンド向け実証実験「Osaka Night Out」 
○期間   
 2018年２月２8日（水） ～ 8月31日（金） 
  
○概要 
 大阪市内19店舗が、来阪インバウンド（20歳以上）が夜21時以降に使える特典付きクーポンを発
行。大阪観光局がWeb周知、チラシ配布等で周知に努める。実施前と実施後で夜間消費の伸びを検
証し、結果が良ければ更に多くの店舗による取り組みへと規模を拡大する。 
  なお、参加店舗の店頭には、「Osaka Night Out」ステッカーを貼付する。 

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 
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チャットボットAI 
システム構築（今後のAIスケジュール案）  

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 
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チャットボットAI 
活用検討  

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 
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観光案内所利用者満足度調査  

❏満足率(大変満足＋やや満足) 

大変満足 やや満足 合計

大阪 76.0% 17.0% 93.0%

日本人 62.3% 15.6% 77.9%

外国人 78.1% 17.6% 95.7%

難波 77.0% 15.0% 92.0%

日本人 57.1% 24.7% 81.8%

外国人 82.4% 14.0% 96.4%

全体 76.0% 16.0% 92.0%

日本人 54.1% 18.2% 72.4%

外国人 80.4% 15.7% 96.1%

❏アンケート結果 

大変満足 やや満足 普通 やや不満 不満 合計

390 89 30 4 2 515

日本人 48 12 12 4 1 77

外国人 342 77 18 0 1 438

462 90 41 5 2 600

日本人 44 19 25 3 2 93

外国人 418 71 16 2 0 507

852 179 71 9 4 1115

日本人 92 31 37 7 3 170

外国人 760 148 34 2 1 945

大阪

難波

全体

 
◎全体満足率 92％ 
 
◎大阪・難波ともに外国人観光客から高い評価 

  満足率： 大阪観光案内所 95.7％ 
        難波観光案内所 96.4％ 
 

【アンケート回答者国籍】 

Japan, 15.2% 

Korea, 18.3% 

China, 7.9% 
Taiwan, 

7.3% 

Australia, 
5.1% 

Hong Kong, 
4.8% 

United states 
of America, 

4.7% 

France, 4.1% 

Malaysia, 
3.6% 

Spain, 
3.6% 

Singapore, 
2.6% Canada, 

2.4% 

Thailand, 
2.4% 

Germany, 
2.2% 

others, 15.8% 

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 
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地域素材開発事業 

イ．大阪「食」本の制作 
（繁体字、韓国語、英語、日本語） 

ア．体験プログラム「Do-Fun Osaka」冊子 
   制作及び動画制作、Webサイト制作 

 
ウ．多言語メニュー表示ステッカー、 
   ピクトグラムの作成 

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 

40 



インフラ整備事業 
大阪府内市町村との連携事業 

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 

（ア）参加している協議会等 

「華やいで大阪･南河内観光キャンペーン協議会」 
「華やいで大阪・南泉州観光キャンペーン協議会」 
「豊能地区広域観光推進協議会」 
「西高野街道キャンペーン協議会」 
「泉州観光プロモーション推進協議会」 
「竹内街道・横大路（大道）活性化実行委員会」 
「楠公ツーリズム推進協議会」（予定） 

（ウ） 実施した事業等 

ウォーキングイベント・体験イベントの実施 
パンフレット・ポスター･マップ･ガイドブックの作成 
共同ＰＲキャンペーンの実施 
コンシェルジュを活用した目利きツアー 
ホームページ・SNSによる情報発信 
各団体等が実施する協議会事業のコーディネート及びサポート 
他地域における大阪観光物産ＰＲの実施 

（イ）大阪府内の地域・地域連携DMOとの連携 
 
 第1回大阪府内DMO（候補法人）事業連絡会（2/26） 
 ・大阪観光局 
 ・（仮称）池田版DMO 
 ・泉佐野シティプロモーション推進協議会 
 ・大阪活性化事業実行委員会 
 ・東大阪ツーリズム振興機構 
 ・KIX泉州ツーリズムビューロー 
  H30.4～ 泉州観光プロモーション推進協議会、華やいで
大 
  阪・南河内観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ協議会、泉州マラソン実行委員会 
  が一体となって発足。 
 

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 
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観光案内所 

 大阪観光案内所は開所時間およびスペースの拡大に加えて、認識されやすい場所に移転したため 
 来所者が大幅に増加（前年比179％）。 

（ア）案内人数 

平成28年度 案内人数 平成29年度 案内人数 前年比 

日本人 外国人 総数 日本人 外国人 総数 日本人 外国人 総数 

大阪 83,213 95,489 178,702 152,386 167,197 319,583 183.1% 175.1% 178.8% 

難波 37,999 159,222 197,221 37,378 158,781 196,159 98.4% 99.7% 99.5% 

合計 121,212 254,711 375,923 189,764 325,978 515,742 156.6% 128.0% 137.2% 

（イ）案内件数 

平成28年度 案内件数 平成29年度 案内件数 前年比 

日本人 外国人 総数 日本人 外国人 総数 日本人 外国人 総数 

大阪 194,476 286,508 480,984 278,665 356,981 635,646 143.3％ 124.6％ 132.2％ 

難波 80,379 448,654 529,033 77,726 415,318 493,044 96.7％ 92.6％ 93.2％ 

合計 274,855 735,162 1,010,017 356,391 772,299 1,128,690 129.7％ 105.1％ 111.7％ 

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 
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大阪周遊パス事業 
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1日券（枚） 2日券（枚） 

（ア）年度別販売枚数 

（イ）海外代理店販売枚数 

市場 
1日券（枚） 前年比 2日券（枚） 前年比 合計（枚） 前年比 

韓国 76,571 653% 353,790 132% 430,361 153% 

中国 39,204 192% 59,787 161% 98,991 172% 

台湾 4,390 12,543% 31,999 111% 36,389 126% 

タイ 1,623 55% 14,045 124% 15,668 110% 

香港 2,783 327% 11,967 208% 14,750 223% 

インドネシア 169 56％ 474 68% 643 64% 

マレーシア 0 ― 3,064 323% 3,064 323% 

フィリピン 66 132% 298 44% 364 50% 

シンガポール 100 新規取引 178 55% 278 86% 

合計（枚） 124,906 344% 475,602 134% 600,508 154% ※大阪案内所および難波案内所、関空案内所等の間接販売を除く。 

（ウ）医療通訳サービスの実証実験（10月～3月） 
 

需要については告知方法がホームページ上だけであったことなどから低調
であった。また、 
保険の機能が付加されていなかったため、インバウンドの要求にこたえら
れなかった。 
利用･問い合わせ件数 3件 
但し、在大阪韓国総領事館から領事館のホームページにも掲載希望が
よせられるなど、 
潜在的な需要はあると推察される。  
    

平成29年度販売数：151万枚 
前年比：123.8% 

OSAKA CONVENTION & TOURISM BUREAU 
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関西の魅力を活かしたテーマ別広域観光 

■スポーツ 
 

■食 
 

■ウェルネス 
 

■ポップカルチャー 
 

■忍者、侍、城 
 

■産業観光（ものづくり） 
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観るスポーツ するスポーツ スポーツメーカー 

 大阪・関西のスポーツに関する豊富な資源 

サッカー 

野球 

ラグビー 

相撲 

Etc… 

サイクリング ハイキング 

ランニング 

SUP 

ゴルフ 

マリンスポーツ 

Etc… Etc… 
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96.1 

43.2 

34.0 

36.7 

66.4 

73.3 

83.4 

20.5 

20.7 

2.7 

1.7 

4.3 

1.8 

6.9 

11.6 

4.8 

24.4 

23.1 

14.8 

1.2 

58.0 

22.6 

28.4 

42.1 

45.4 

30.7 

45.2 

18.2 

22.2 

17.1 

6.9 

13.2 

10.3 

16.2 

30.6 

11.0 

25.7 

22.6 

15.0 

3.9 

日本食を食べること 

日本の酒を飲むこと（日本酒・焼酎等） 

旅館に宿泊 

温泉入浴 

自然・景勝地観光 

繁華街の街歩き 

ショッピング 

美術館・博物館 

テーマパーク 

スキー・スノーボード 

その他スポーツ（ゴルフ等） 

舞台鑑賞（歌舞伎・演劇・音楽等） 

スポーツ観戦（相撲・サッカー等） 

自然体験ツアー・農漁村体験 

四季の体感（花見・紅葉・雪等） 

映画・アニメ縁の地を訪問 

日本の歴史・伝統文化体験 

日本の日常生活体験 

日本のポップカルチャーを楽しむ 

治療・健診 

次回したいこと 今回したこと 

観光庁 訪日外国人の消費動向 平成28年次報告書より 

外国人のスポーツを目的とした 
来阪が今後更に期待できる 

■訪日外国人の次回来日目的 

 訪日外国人のスポーツに関する関心度 
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ランキング 施設名 所在地 最大収容人数 

1 さいたまスーパーアリーナ 埼玉県 37,000人 

2 ヤマダグリーンドーム前橋 群馬県 20,000人 

3 横浜アリーナ 神奈川県 17,000人 

4 大阪城ホール 大阪府 16,000人 

5 マリンメッセ福岡 福岡県 15,000人 

6 日本武道館 東京都 14,471人 

7 代々木第一体育館 東京都 13,291人 

有明アリーナ 東京都 15,000人（予定） 

エディオンアリーナ 大阪府 8,000人 

丸善インテックスアリーナ 大阪府 10,000人 

舞洲アリーナ 大阪府 7,056人 

 日本・大阪のアリーナの現状 

◎日本のアリーナ 

大規模アリーナは首都圏に集中し豊富に存在（黄色背景） 
大阪/関西では、大阪城ホールに集中し、数年先まで確保が困難。 

+ 
イベントはコンサートが中心 固定式座席が影響？   

47 

様々なイベントに対応可能な大規模アリーナの整備が必要 
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 日本・大阪のアリーナの現状 
（例）イギリス  O２アリーナ＝１つの会場でライブからスポーツイベントまで多様なイベントに対応 

◆概要 
  
・座席数  20,000席  
 
・竣工    2007年 リニューアル 
 
・使用目的：コンサート、 
        スポーツイベント、展示会等 
 
・商業施設、シネコンなどを複合 
  年間チケット売上は200万枚以上 
  ナイトクラブ、ホテルなどが集積 

音楽ライブ メタリカ テニス（ATPワールドツアーファイナル） 

アイスホッケー （NHL開幕戦） 

格闘技（WWE） 

体操 （ロンドン五輪） イベント 



スポーツＭＩＣＥの誘致 
 

スポーツ関連の国際会議、国際展示会、フォーラム
等を大阪・関西へ誘致 

スポーツエンタテイメント 
（ツーリズム）の活性化 
スポーツ観戦、するスポーツの活性化 

観光資産を活かしたスポーツ機会の創出 

スポーツの街としての広報/ 
ブランディング 

 
スポーツの街としての情報発信/ブランディング 

大阪・関西スポーツツーリズム＆MICE推進協議会（2017年12月7日設立） 

 ※大阪・関西のスポーツツーリズム活性化、スポーツ関連ＭＩＣＥ誘致を通して、スポーツ産業振興を図るための産官学による一体的推進組織。 
   協議会メンバーが持つコンテンツ、ネットワーク、情報を駆使しつつ、短期的には2019年ラグビーワールドカップ、2020年 
   東京オリンピック・パラリンピック、2021年ワールドマスターズゲームス関西、中長期的にはＩＲを見据え、大阪万博、ＭＩＣＥ誘致、 
   スポーツツーリズムの市場調査、事業企画/実施、情報発信を連携して展開する。 

2. 構成メンバー 2８団体・個人  オブザーバー２団体 

1. 協議会の目標イメージ 

 大阪観光局のスポーツの取り組み 

1.  ｽﾎﾟｰﾂ関連ﾒｰｶｰ 株式会社アシックス 美津濃株式会社 
ゼット株式会社 株式会社エスエスケイ 

サントリーホールディングス株式会社 パナソニック株式会社 

ロート製薬株式会社   

ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂﾁｰﾑ 

ガンバ大阪 セレッソ大阪 

オリックス・バファローズ 大阪エヴェッサ 

近鉄ライナーズ ＮＴＴドコモレッドハリケーンズ 

金融機関 株式会社池田泉州銀行 

学識経験者 
大阪経済大学人間科学学部 相原正道教授 大阪市立大学商学部 小林哲准教授 

和歌山大学観光学部 永井隼人講師   

行政関係 
大阪府(府民文化部文化スポーツ室スポーツ振興課/都市魅力創造局企画・観光課) 大阪市(経済戦略局スポーツ部スポーツ課/観光部観光課/立地交流推進部) 

近畿運輸局   

経済団体等 

関西経済連合会 大阪商工会議所 

関西経済同友会 スポーツコミッション関西 

一般財団法人神戸観光局   

オブザーバー スポーツ庁 観光庁 

事務局 公益財団法人大阪観光局    
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スポーツツーリズムの一体的な情報発信・新たな事業の開発 

リサーチ 

域内のスポーツツーリズムの 
消費額リサーチ/継続調査 

協議会の事業展開 

世界最大のスポーツメーカー展示会 
（ミュンヘン・北京・上海） 

世界最大のスポーツ国際組織 
（2017年総会 オーフス・デンマーク） 

RWC2019関連の 
インセンティブツアー、国際会議の誘致 

将来誘致を目指す国際会議、国際展示会、インセンティブツアー 

野球 マラソン 
（参考:セレッソ大阪盆踊りイベント2017

年） 

（参考：大阪城トライアスロン2017年） 

サッカー 相撲 

プロスポーツ 

ラグビー 

スポーツ体験 

YOGA 

ボルダリン
グ 

プロスポーツ×文化 スポーツ×観光資源 

（参考：道頓堀SUP) etc・・
・ 

 大阪観光局のスポーツの取り組み 

50 



 ◎国内外のスポーツイベント、国際会議、展示会の誘致を通した活性化   
   
①タイ発のユニークなグルメマラソンイベント「KILORUN」誘致 
   タイエアアジアおよびタイ現地大手イベント会社が企画するイベントを大阪に誘
致。 
 
   ◆開催日時：2018年9月30日（日）  
   ◆会 場  ：大阪城、および大阪城周辺 
   ◆コンセプト ：走る・食べる・観光する を一度に楽しめる 
        ・ 距離（KM）だけでなく、体重（KG）で記録を測定。 
         ・ ウォーキング、ランニングしながら観光スポットをめぐる。 
            ※大阪城→中ノ島→中央公会堂をルート設定 
         ・ 大阪の文化やライフスタイルに触れながらご当地グルメ（約10店舗）を 
           回りながらゴールを目指す。 
         ・ 参加者数3,000人目標。半数（約1,500人）を海外からの誘致を目指

す。  

 ②Ｋ－１大阪ラウンド初開催 開催支援・連携    
   2018年12月8日＠エディオンアリーナ 

③スポーツビジネスジャパン2018 
   together with スタジアム&アリーナ2018 
   大阪開催誘致 
 
会期：2018年8月30日(木)~31日(金)  
会場：ナレッジキャピタル コングレコンベンションセンター 
出展規模： 50社・団体（予定）  
来場者数：4,000名（予定）  
 

 
④ウェルネスライフジャパン2018  
 健康・スポーツ産業総合展  開催支援・連携 
   

会期：2018年11月14日（水）～16日（金） 
会場：インテックス大阪 
出展規模： 300社・団体（予定）  
来場者数：20,000名（予定）  

 大阪観光局のスポーツの取り組み  H30年度 
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 スポーツのシリコンバレー実現に向けた課題 

◎舞洲のスポーツのシリコンバレーの中心地化構想 

新規開発余地エリ
ア 
※現在は事業者が 
  一括賃借、又貸し等で
管理。 
 
望まれる施設 
・国立スポーツ科学セン
ター 
・アリーナ 
・メーカーの研究施設 
・大学、学術関連の研究
施設 
・リハビリセンター 
・スポーツホテル 
           など 

既存開発エリア 
 
・サッカー場 
・野球場 
・アリーナ（バスケッ
ト） 
・ホテル 
         など 

物流エリア 
※別エリアに 
移設可能性 
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 スポーツのシリコンバレー実現に向けた課題 

（Ⅴ）関西 各地域のスポーツの拠点づくり 
 

    特色をもったスポーツクラスター都市と 
    知識・技術・施設の集積地としての舞洲 

舞洲Sports Island 

❏望まれる施設 
・スポーツ科学センター 
・メーカーの研究施設 
・学術機関研究施設 
・リハビリセンター 
・スポーツホテル 

❏既存施設 
・サッカー場 
・野球場 
・アリーナ 
・ホテル 

神戸 

東大阪 堺 

関西のスポーツシリコンバレー化の中心拠点 
 
 

ゴルフ、ハイキングなど、 
アウトドアスポーツ拠点へ 

 

相撲(女性も)、 
野球(新球場)、 

サッカー(Jグリーン)など 
するスポーツ拠点 

ラグビーの聖地 
花園ラグビー場の 
ブランド力強化 

関西を代表するスポーツ都
市 
・サイクリング 
・ランニング 
・柔道 
・トライアスロン 
   etc. 
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世界における日本食のポテンシャル 
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☆世界の「食のまち」と並ぶ「食の都・大阪」ブランド構築に向けて☆ 

「食の都・大阪」 推進会議（事務局：大阪商工会議所）を中心に「世界に向けた」をキーワードに具体的な取組を推進 

      ・「食の都・大阪」ロゴマークを使ったプロモーション展開 
      ・「食の都・大阪」推進会議、ワーキングチームよる事業展開 

 

「食の都・大阪」ブランディング関連事業、関係者のプラットフォーム 

  
＜29年度国内外の「食のまち」調査から見えた大阪における課題と検討すべき事業展開＞  
  ※スペイン・サンセバスチャン、フランス・リヨン、鶴岡（ユネスコ創造都市/ガストロノミー都市） 

①世界に向けたマーケティング展開や徹底したメディア戦略、行政・民間一体となったプロモーション展開 
②地元の食材、有名シェフ、有名店（ミシュラン星レストラン等）との連携、コンテンツを活用したプロモーション展開 
③受入体制の整備 

「OSAKA」ブランディング構築のための事業展開 その１： 食   

世界のミシュラン星つきレストランの数 
（2017年発刊版参考） 
1位 東京 
2位 パリ 
3位 京都 
4位 大阪 
5位 ニューヨーク 
6位 香港 
7位 ロンドン 
8位 サンフランシスコ 
 

大阪は、かつて「天下の台所」と呼ばれ、「くいだおれのまち」と言われてきた歴史がある。 
たこ焼き、お好み焼きから割烹、料亭、世界各国の料理まで、幅広く多様な食にあふれてい
る。 
大阪の「食」は、国内外の観光客を引き付ける重要な観光資源となっている。 

アジアにおける認知度は向上しているが、大阪が持つ食、食文化、歴史がまだ世界には届い
ておらず、「食の都・大阪」ブランドの確立には工夫が必要。 

「食の都・大阪」を取り巻く現状と課題 
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①「食の都・大阪」を世界に発信、  
  認知度向上のための事業展開 

③「くいだおれのまち・大阪」 
 を楽しむ受入環境の充実 

②大阪の食の歴史や、食文化を背景 
 に「食」のすそ野の拡大   

・「天下の台所」「だし文化」など世界に誇る大阪の 
 食の歴史の共有、次世代への継承 
・「大阪産（もん）」ＰＲとの連携した食・食文化の発信 

・行政、民間事業者との連携による大阪の食の文
化・歴史の認知度向上 

 など 

・外国語メニューの設置普及 
・「大阪割烹」の認証制度の推進 
・「大阪の食」を楽しむ観光コンテンツの充実 
 や「大阪の食を楽しむマップ、ガイド作成 

 など 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 

ラグビーW杯 東京オリ・パラ 関西ワールドマスターズゲーム
ズ2021 

IR開業(予定) 
大阪万博

2025(予定) 

食博覧会2021 

マーケティング調査を基に、具体的な事業を積み重ね・・・ 「食の都・大阪」ブランドの確立へ・・・ 

「食の都・大阪」ブランディングに向けた事業展開（ガストロノミーツーリズムの推進） 

「OSAKA」ブランディング構築のための事業展開 その１： 食   

2017 

・海外、国内での「食の都・大阪」の認知度向上のための 
 メディアマーケティングやイベントの実施 
・関係事業との連携による「食の都・大阪」ブランディング 
・実力シェフと連携した「食の都・大阪」の発信     
・食関連ＭＩＣＥの誘致や世界的な食イベントの誘致の検討         
                                    など        

世界、アジアトップ５０レストランアワードや世界料理学会など、食の大型ＭＩＣＥの将来的な誘致を検討していく。 
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動き始めた大阪ウェルネス・ツーリズム【ラグジュアリ健診・ステイ】 

到
着
日 

プライベートジェットで 
関西国際空港に到着 

りんくうタウンで 
ヘルスチェック 

鉄道やリムジンでは時間のかかる場所へも 
関西圏であればヘリで1時間以内 

最先端の医療技術による 
疾病の早期発見 

そのままヘリで和歌山の 
長期滞在型療養施設へ 

滞
在
療
養 

熊野古道散策で 
メンタルヒーリング 

富士山を拝しながら和食 静岡駿府城でお花見 

出
発
日 

帰路、世界遺産の紀伊山地霊場や吉野千本桜・大阪城を空中周遊 療養施設をヘリで出発 

出発までリラックス 

関西なら1週間程度の滞在でも自然や文化を満喫しながらヘルスチェックと療養ができるプランが可能です。 

ヘリの活用により和歌山から富士山まで1時間のエクスカーショ
ン 

伊賀で忍者屋敷体験 京都・奈良・伊勢へ 
寺社巡り体験 

「OSAKA」ブランディング構築のための事業展開 その３：ウェルネス   
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インスタントラーメン発明記念館(池田市) 水野鍛錬所(堺市) ダスキンミュージアム(吹田市) 

サントリー山崎蒸留所(島本町) いずみ硝子(和泉市) パナソニックミュージアム／ 
松下幸之助歴史館・ものづくりイズム館(門真市) 

 大阪の産業観光 
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ヤマト運輸ゲートウェイ(茨木
市) 
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世界最高水準の観光施設に向けては、世界のシンボル的観光施設について徹底的に研究する必要がある。 

施設についての現在の評価や、さまざまな観点から世界の施設と比較や分析を行い、施設における付加価値を加え
ることでクオリティーを高め、集客による経済効果を高める必要がある。  

 世界最高水準の観光施設に向けて   ～大阪城の魅力向上～ 

大阪城 ～イベントによる魅力向上～ 
世界～ライトアップや 

夜間開館などによる魅力向上～ 

大阪城トライアスロン 

大阪城ウォーターパーク 薪能 

レッドブルー 
大阪城モトクロス大会 

大阪城 
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 関西にある魅力あるお城 

①大阪城  ②姫路城  ③彦根城  ④和歌山城 

① 

③ 

④ ③ 

② 
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○遊歩道、船着場などの水辺の基盤整備 

○魅力スポットの創出（水辺のレストランや川床など） 

《船着場整備》 

《川床レストラン》 

八軒家浜 
整備前 

八軒家浜 
 整備後 

《橋梁ライトアップ》 

天神橋（昼間） 

天神橋（夜間） 

○橋梁ライトアップなどの景観整備 

○クルーズ船の増加 

《水辺のレストラン等》 《定期のクルーズ》 

《イベント等でのクルーズ》 中之島にぎわいの森 

北浜テラス 

落語家と行くなにわ探検クルーズ 
アクアmini 

ナイトクルーズ企画 春の舟運まつり 

八軒家浜 
整備前 

八軒家浜 
 整備後 

国際会議場前港 

八軒家浜港 

福島（ほたるまち）港 

 水の都・大阪 
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 世界に誇れる大阪の建築物 

①大阪市中央公会堂(1918年) 
②日本銀行(1903年/1980年) 
 (写真提供 日本銀行大阪支店) 

③芝川ビル(1927年) 
④大丸心斎橋店本館(1922～1933年) 
⑤輸出繊維会館(1960年) 
⑥大阪ガスビル(南館1933年・北館1966年) 
 (③～⑥ 写真提供 大阪市（撮影：西岡潔）) 
 (③～⑥   大阪市生きた建築ミュージアム・ 
                        大阪セレクション) 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

③ 
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日本橋ストリートフェスタ（日本最大級
のポップカルチャーイベントを世界へ） 

 大阪とポップカルチャー（クールジャパンコンテンツの活用） 
大阪ポップカルチャー聖地宣言 

 (2015年11月14日)クールジャパンコンテンツでの大阪の魅力ＰＲ 

世界でも最も人気のコンテンツ忍者やサムラ
イなどコンテンツの活用と都市連携（大阪・

和歌山・伊賀・甲賀など） 

マンガ、アニメのコンテンツを活用（大阪・京都/
マンガミュージアム・各地アニメ聖地など 
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IRの必要性 

大阪・夢洲のポテンシャルを最大限活かして、課題を解決する新たな具体策が必要 

大きなニーズと将来性があり、経済波及効果の大きい観光分野を基幹産業として位置づけ、
国内外から人・モノ・投資を呼び込み、大阪・関西の持続的な経済成長に繋げていく 

• 世界的潮流であり、成長戦略の柱として、国を挙
げて取組みを強化している「観光」に着目 

• 観光産業は、裾野が広く地域における様々な産業
に波及 

 観光の基幹産業化に向けては、国内外からの集客力強化が不可欠 
 そのためには、世界の厳しい都市間競争に打ち勝つ新たな国際観光拠点の形成により、都
市魅力の向上を図ることが必要 

 厳しい財政に鑑み、税負担を最少限に抑制しながら、民間の知恵と工夫を最大限に活かす
プロジェクトが効果的 

統合型リゾート（ＩＲ）を核とする国際観光拠点の形成 
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大阪ＩＲのめざす姿 

■ 成長の方向性 

時間軸に沿った成長・発展 

常に世界水準の競争力と近未来を感じさ
せる魅力を備えることによる将来にわ
たっての持続的な成長・発展 

空間軸に沿った成長・波及 

大阪ＩＲを訪れる世界中の人々と周辺地域と
をつなぐとともに、大阪・関西が誇る最先端
技術の世界発信による広域への波及効果 

○世界中の人があこがれ、訪れ
る空間 
○大阪・関西・日本の歴史、文化、
観光資源などの魅力発信 
○海外・国内からのゲートウェイ
となる広域観光拠点 
○観光客の送り出し 
○最先端技術のショーケース 
                  など 

○広大な土地を活かしたゆとりある空間 
○最先端技術等の実践・実証 
○24時間快適に安心して楽しめる空間   
                      など 

ポテンシャルを活かした 
価値創出 

夢洲の立地特性をポテンシャルとして捉え、
それを活かすことによる新たな価値創出 

○世界に類を見ない新しいエン
ターテイメントを体感できる空間 
○人・モノ・情報・技術の交流拠点 
○ニューツーリズムの創出 
○シンボリックな都市景観 
○ICT・IoTなど確かな技術に支え
られたスマートなまちづくり 

                  など 

 
夢と未来を 

創造するＩＲ 

 

 
ひろがり・ 
つながりを 
生み出すＩＲ 

 

「夢洲」を 

活かすＩＲ 
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大阪ＩＲのめざす姿 

■ ４ つ の 柱 

 

 

 

 

 

 ③ 世界に類をみない魅力ある空間形成、最先端技術の活用による スマートリゾートの実現 

① 大阪・関西・日本観光の要となる 
  独創性に富む国際的エンターテイメント 
    拠点の形成  

② 世界水準の競争力を備えた 
   オールインワンＭＩＣＥ拠点の形成 

④ 世界の先進事例を進化させた総合的な懸念事項対策 
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【大阪・関西・西日本の連携による観光客の送り出し】 

【大阪・関西・西日本の歴史・文化・観光資源】 

【世界に類を見ない新しいエンターテイメントの体感】 

＜VR技術による 
    観光地案内（イメージ）＞ 

大阪ＩＲのめざす姿 

大阪・関西・日本の歴史・文化に触
れ、観光地等の情報提供により、
興味の醸成、現地訪問につなげる。 

（出典）上段左から 日建設計(表紙左上も同じ)、https://www.flickr.com、 
国立劇場歌舞伎情報サイトHP、関西広域連合「関西の食文化」HP 
下段右 https://pixabay.com/ja/（表紙左下も同じ） （出典）写真：大阪市、https://www.photo-ac.com 
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展示・
会議施設

ホテル

飲食・
物販エンター

テイメント

MICE関連施設を一体的に整備 

展示 
施設 

会議場 

快適で楽しい雰囲気を 
 体感できるショッピング空間 

上質なリゾートを体感できる宿泊施設 

世界水準の質・規模の展示施設 

大阪ＩＲのめざす姿 

ホテル 

飲食 
物販 

世界水準の質・規模の会議場 
（出典）左上：ハノーバーメッセHP、右上：Aman Tokyo HP 
          左下：大阪国際会議場HP、https://www.flickr.com（表紙右下も同じ） 

69 



【大阪の新たなランドマークとなる都市景観／非日常を感じる空間デザイン】 

ランドマーク性のある建築物 夜間景観 

【広大な土地、水辺の魅力を感じられる上質で快適な都市空間】 

到着したときに強い印象 
         を与える空間 

大阪ＩＲのめざす姿 

（出典）いずれも https://www.flickr.com 
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○  2020年五輪後も切れ目のない成長・「観光先進国」日本の実現をめざして 

 国際競争に勝つための世界水準MICE施設の実現 

 インバウンド増加を確実に経済成長に取り込む観光戦略の確立 

○ 政府目標の訪日外国人旅行者数（2020年：4,000万人、2030年：6,000万人）実現には大

阪・関西がけん引役に 

 現状で訪日客の4割が来阪するなか、大阪、関西の果たすべき役割は大 

• 新たな観光資源の創出 ⇒ ＩＲが必要 

○ ＩＲによる効果 

 ＩＲを核とした国際観光拠点が地域経済にもたらす様々な波及効果 

• 毎年の経済効果6,900億円、雇用創出効果8.3万人（共に近畿圏） 

 ビジネスチャンスの拡大、世界のビジネス都市へ 

• 世界水準のMICE施設がビジネス基盤を強化し、イノベーションや新産業の創出につながるとともに、大阪・関

西の強みを世界に発信 

 交通ネットワーク整備の誘発・促進 

• 地下鉄中央線延伸、JR桜島線延伸、京阪中之島線延伸、なにわ筋線開通など 

• 関西・伊丹・神戸の3空港の機能強化と連携拡大 

• 大阪湾内高速艇や瀬戸内クルーズなど海路の整備促進 

○ 最先端の都市政策 

 世界に通用する魅力ある都市基盤の整備 

• 最先端のスマートシティの形成 

 

 
 
 
 
 

ＩＲによる日本経済のさらなる成長に向けて 

日本の経済成長と「観光先進国」日本の実現のため、早期のＩＲ開業が必要 
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